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令和４年広審第１４号 

裁    決 

貨物船Ａ防波堤衝突事件 

 

  受  審  人  ａ 

    職  名 Ａ船長 

    海技免許 四級海技士（航海） 

   

 本件について、当海難審判所は、理事官大野徹二出席のうえ審理し、

次のとおり裁決する。 

 

主    文 

 

受審人ａの四級海技士（航海）の業務を１か月停止する。 

 

理    由 

 （海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

 令和２年８月５日１４時３１分半僅か過ぎ 

 広島県尾道糸崎港第１区 

２ 船舶の要目 

船 種 船 名 貨物船Ａ 

  総 ト ン 数 ４９９トン 

  全 長 ７４.４８メートル 

  機関の種類 ディーゼル機関    

   出 力  ７３５キロワット 
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３ 事実の経過 

(1) 設備及び操縦性能 

Ａは、平成３０年７月に進水し、航行区域を限定近海区域とする、

３層の甲板室の最上層に操舵室を配し、上甲板下に貨物倉１個を設

けた、船首端から同室前面までの水平距離が約６０メートルの、バ

ウスラスタ及びシリングラダーを装備した全通二層甲板型鋼製貨物

船で、中央に操舵装置、右舷側に主機及びスラスタの各遠隔操縦装

置、左舷側にレーダー２台、電子海図システム、ＧＰＳプロッター

を備えたコンソールを操舵室前部に設けていた。 

甲板部海上試運転成績書には、喫水が船首１.８８０メートル船

尾３.２１０メートル、排水量１,４４８.７６トン、機関回転数毎

分２４０（計画回転数）とした状態で前進中、通常航行時の最大舵

角３５度とした左右各旋回径が２６８メートル及び２３１メートル

で、後進を発令して船体が停止するまでの航走距離が約３９０メー

トル及び所要時間が２分１５秒であった。 

一方、出入港操船においては、最大舵角を６４度とすることがで

きるシリングラダー、バウスラスタ及び主機を用いて、その場回頭

及び横移動ができる操縦性能を有していた。 

(2) 本件時の航行予定 

Ａは、令和２年８月４日１９時１０分尾道糸崎港に投錨して待機

し、翌５日０７時４０分広島県向島北岸に所在するＸ社工場の２号

岸壁に左舷付けで橋梁部材を積載し、同日離岸後、千葉県木更津港

に向かう予定であった。 

(3) 尾道水道及び２号岸壁の各状況 

尾道水道は、本州と向島及び広島県岩子島との間にある東西長さ

が約５海里、最狭部の幅が約１５０メートルの、尾道糸崎港港域内
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にある狭水道で、東口が安芸灘北東部の戸崎瀬戸に、西口が備後灘

北西部の三原瀬戸に通じており、同港に出入りする船舶が往来して

いた。 

海上保安庁刊行の瀬戸内海水路誌には、尾道の低潮約４０分後か

ら高潮約４０分後までの上げ潮時に東流、高潮約４０分後から低潮

約４０分後までの下げ潮時に西流となり、最強流速は東流が２.７

ノット、西流が２.５ノットであることが記されていた。 

２号岸壁は、尾道大橋橋梁灯（Ｃ１灯）（以下「Ｃ１灯」とい

う。）から１４５度（真方位、以下同じ。）２３０メートルの地点

を東端とする法線が３００度方向に約８０メートル続く尾道水道に

面する係船施設で、同岸壁の西北西３００メートル付近の水域が、

北側を防波堤に、南側を最小水深が２.４メートルの浅水域に挟ま

れて可航幅が約１００メートルとなる西南西方に回り込んだ湾曲部

となっていた。 

(4) ａ受審人の経歴等 

（省略） 

(5) 本件発生に至る経緯 

ａ受審人は、２号岸壁離岸に先立ち潮汐表を調べ、離岸後間もな

く尾道水道では西流が最強となって流速が２.３ノットに達するこ

とを把握し、当該強潮流があるなか離岸すると、舵効が現れないう

ちに潮流に圧流されて意図した操船ができないおそれがあったが、

以前、同水道に面した別の岸壁を離岸した折、順潮時でも無難に離

岸できたので、当時と同様に操船できると思い、転流時を待って離

岸するなど、離岸時機の選定を適切に行わなかった。 

こうして、Ａは、ａ受審人ほか３人が乗り組み、橋梁部材約  

１６８トン及び海水バラスト約４９０トンを積載し、船首２.３０
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メートル船尾３.５５メートルの喫水をもって、同受審人が操船指

揮を執り、二等航海士が船首配置に、機関長が船尾配置に、一等航

海士が操舵にそれぞれ就いて係留索の解纜
かいらん

に備え、令和２年８月５

日１４時２８分２号岸壁を発し、尾道水道を西行した後、瀬戸内海

を東行する予定で、木更津港に向かった。 

ａ受審人は、機関を極微速力前進にかけ、西北西方に向首して尾

道水道を西行し、尾道大橋下方付近で湾曲部を回り込むこととして

左舵１０度を令したが期待した舵効が現れず、１４時３０分半Ｃ１

灯から２９９.５度１７０メートルの地点で、３０６度に向首して

６.８ノットの速力（対地速力、以下同じ。）で航行中、左舵３５

度に続き左舵６４度を令したものの、当該潮流に圧流されて湾曲部

を回り込めず、西南西方に向首しないまま防波堤に接近し、機関を

全速力後進にかけ、バウスラスタを左回頭一杯としたが、及ばず、

１４時３１分半僅か過ぎＣ１灯から２９８.５度３３０メートルの

地点において、Ａは、２７８度に向首し、１.２ノットの速力にな

ったとき、船首部が防波堤に衝突した。 

当時、天候は晴れで風力２の南風が吹き、潮候は下げ潮の中央期

で、尾道水道には西方に向かう２.３ノットの潮流があり、視界は

良好であった。 

衝突の結果、Ａは、球状船首に凹損を、防波堤は、上部工及び各

段のブロックに破断、亀裂等のほか移動する事態をそれぞれ生じた

が、後にいずれも修理された。 

 

 （原因及び受審人の行為） 

本件防波堤衝突は、尾道糸崎港第１区において、２号岸壁を離岸する

のに当たり、離岸時機の選定が不適切で、離岸後、西流が最強となる尾
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道水道を西行中、当該潮流に圧流されて湾曲部を回り込めず、同部北側

の防波堤に接近したことによって発生したものである。 

ａ受審人は、尾道糸崎港第１区において、２号岸壁を離岸するのに当

たり、尾道水道では西流が最強となることを把握した場合、離岸後、舵

効が現れないうちに潮流に圧流されて意図した操船ができないおそれが

あるのだから、転流時を待って離岸するなど、離岸時機の選定を適切に

行うべき注意義務があった。しかるに、同人は、以前、尾道水道に面し

た別の岸壁を離岸した折、順潮時でも無難に離岸できたので、当時と同

様に操船できると思い、離岸時機の選定を適切に行わなかった職務上の

過失により、離岸後、西流が最強となる尾道水道を西行中、当該潮流に

圧流されて湾曲部を回り込めず、同部北側の防波堤に接近して衝突する

事態を招き、船体及び防波堤を損傷させるに至った。 

以上のａ受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第２号を適用して同人の四級海技士（航海）の業務を

１か月停止する。 

 

よって主文のとおり裁決する。 

 

令和５年２月９日 

     広島地方海難審判所 

          審 判 官  濱  田  真  人 


